
 

 

 

 

 

 

「野幌森林公園クマゲラ一斉調査 2024」に参加いた

だいた皆様、調査など大変お疲れさまでした。前日ま

での好天から一転して夜半からの大雪に見舞われ、早

朝は湿った重い雪かきと除雪を強いられての参加で

あったと思います。こうした条件下での調査はこれま

でなかったので実行において戸惑いを隠せませんで

した。でも出発する頃になって晴れ間もみせ、調査が

行えることが嬉しかったです。遠方からの参加者も多

かったことに加え、結果はもとより無事に調査を終え

られたことがスタッフ一同最上の安堵となりました。 

 

■調査概要 

 調査日時：2024 年 3 月 10 日（日曜日） 

 調査時間：11:00～12:00 

 調査方法：500ｍメッシュ（区画）による確認調査 

 調査人数：85 人（一般参加・団体 77 人、当会スタ

ッフ８人）（写真 2） 

 メッシュカバー率：54.6%（59/108 メッシュ） 

 調査結果：クマゲラ確認羽数４～５羽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■調査結果 

クマゲラが確認されたのは、大沢口周辺、博物館周

辺、トド山口周辺の３エリアで、確認メッシュは過去

調査でも記録のない 16 メッシュでの確認情報が得ら

れました。目撃 9 件、鳴き声 14 件で、雌雄ではオス

０件、メス 6 件、不明 11 件でした（図１）。 

クマゲラの確認羽数は、確認場所、目撃と鳴き声、
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(5) 10:57、11:13 不明 － ○ 1 キョーンと数回の鳴き声
(11) 11:35 不明 － ○ 1 キョーンの鳴き声とドラミング
(18) 10:10 不明 － ○ 1 コロコロの鳴き声
19 10:26 不明 － ○ 1 キョーンの鳴き声
15 11:56 不明 － ○ 1 コロコロとキョーンの鳴き声、南に移動

10:38 ♀ ○ － 1 トドマツ枯木で採餌中
11:55 不明 ○ ○ 1 東側から上空をコロコロ鳴いて西方向で消失

12:06－12:20 ♀ ○ － 1 （36メッシュから飛来）トドマツ枯木で採餌

10:44－10:49 不明 － ○ 1 博物館（26メッシュ）からキョーンなどの鳴き声

10:46頃－10:50 不明 － ○ 1 東側（36メッシュ）からキョーンなどの鳴き声

11:37 不明 ○ ○ 1 西側（35メッシュ）方向に鳴き移動飛翔で消失

11:53 不明 － ○ 1 西側（35メッシュ）方向からキョーンの鳴き声

11:40－12:00 ♀ ○ － 1 北側でカラマツ枯木で採餌、その後26メッシュへ

70 11:29－11:33 ♀ ○ ○ 1
東側(71メッシュ）からトドマツ枯木に来てキョーンと
鳴き続けた後南方向に飛び消失

71 11:28 ♀ ○ ○ 1 西側（70メッシュ）方向に鳴き移動飛翔で消失

72 10:56－11:28 ♀ ○ ○ 1 トドマツを突いた後、隣木で数回鳴き南西に飛ぶ

89 10:20 不明 ○ ○ 1 北側（80メッシュ）方向に鳴き移動飛翔で消失
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確認時間を基本に重

複分等を考慮し算出

しました。大沢口周辺

は推定メッシュでの

鳴き声確認が多く１

羽は確実。博物館周辺

は近隣エリアで♀の

採餌行動が連続して

確認されたほか、不

明個体も数件目撃さ

れているなど、メス

個体を含む２～３

羽。ただし 15 メッシ

ュの個体は大沢口周

辺からの移動個体の

可能性が考えられま

す。トド山口周辺は、

メス個体目撃など確

実なところで１羽。したがって、今回調査の推定羽数

は４～5 羽と考えます（図 1、写真 1）。 

調査は、調査体制や条件などから最も南側のエリア

へのアプローチなどは取りやめ、安全第一で行われま

した。メッシュカバー率が約 55％ながら、確認が北側

からほぼ中央部に分布し比較的目立っていたことで、

多くの参加者がクマゲラを確認できた嬉しい成果で

した（図２）。とりわけ、36 メッシュで目撃のメス個

体が 26 メッシュに移動しての連続的な記録が得られ

たのも、隣接するとはいえ一斉調査ならではの連携が

功をなした事例であるとうかがわれます。 

また、過年度からの調査結果の推移をみても、引き

続いて安定した生息数であることが示されました。今

後も注目していきたいと思います（図３）。 

 

■お知らせ「リコー社会貢献クラブより寄付金受ける」 

昨年度の「北国のいきもの守りたい賞」の受賞に続

いて、今年度は「リコー社会貢献クラブ・FreeWill の

申請により寄付金を受けるという嬉しい年明けとな

りました。当会では、本件により今年は次の二つのイ

ベント活動も行いますので、皆様の参加並びにご支援

ご協力をいただけたら幸いです。 

① クマゲラ写真展および写真講演会 

クマゲラ保護の普及啓発活動の一環としてクマゲ

ラ写真展（第７回）を開催します。開催は 9 月１日か

ら 29 日までの１ケ月間、野幌森林公園自然ふれあい

交流館を予定しています。また、この写真展の開催期

間中に、著名な野鳥カメラマンによる写真講演会を行

い、クマゲラをはじめとする野生生物保護や森の利用

のあり方などについて再考したいと考えています。 

② 「クマゲラカレンダー2025」の作成 

助成金が得られたことから、念願であったこれまで

の出展写真展の作品の中からクマゲラのユニークな

映像などを選出し、「クマゲラカレンダー2025」を作成

します。10月までには完成させたく、関係機関への無

料配布、および寄付金頒布を行い、さらなるクマゲラ

保護や普及啓発を推し進めたいと考えています。 

なお、これらについてはあらためて当会のホームペ

ージなどでお知らせいたします。 

                         

★来年のクマゲラ一斉調査は 

2025 年３月９日（日）です 

野幌森林公園を守る会 事務局 

〒069-0835 江別市文京台南町 47-31 富川 徹宛 

電話（携帯）： 090-4874-1705 

Ｅメール  ： tom5@ruby.ocn.ne.jp 

https://www.facebook.com/nopporoforestparkcons

ervationgroup/ 

写真２. 参加者の皆さん 

図３.クマゲラ確認羽数結果の推移 
図２. 確認メッシュ 
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